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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第117期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第118期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第117期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 9,330,739 8,457,459 36,595,282

経常利益（△は損失）（千円） △117,559 △649,756 1,555,309

四半期（当期）純利益（△は損

失）（千円）
△2,625,463 △654,838 △3,315,713

純資産額（千円） 10,127,396 8,780,297 9,435,162

総資産額（千円） 10,817,743 9,737,329 9,976,734

１株当たり純資産額（円） 34.96 30.31 32.57

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△は損失）（円）
△9.06 △2.26 △11.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 93.60 90.17 94.57

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△40,792 △1,815,949 2,722,809

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△47,327 △57,068 △255,023

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△20,585 486,175 △66,702

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,082,664 2,205,610 3,592,453

従業員数（人） 135 129 122

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、投資事業の重要性が増したこと

から、内容を適切に表示するためセグメント区分することにいたしました。これにより、貴金属事業、不動産事業、機械

事業、投資事業の４事業部門体制となりました。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 129  

　（注）１．従業員数は就業人員数であります。

(2）提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 102  

　（注）１．従業員数は就業人員数であります。

２．従業員数が当第１四半期会計期間において21名増加しましたのは、主に貴金属事業の営業力強化による連結

子会社から転籍によるものであります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）

貴金属事業（千円） 6,253,646 105.9

合計（千円） 6,253,646 105.9

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．不動産事業、機械事業、投資事業は生産活動がないので記載しておりません。

(2）受注状況

　該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）

貴金属事業（千円） 8,377,301 94.8

不動産事業（千円） 14,216 52.1

機械事業（千円） 65,940 14.2

合計（千円） 8,457,459 90.6

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　　２．投資事業は営業損益が損失のため、販売実績を記載しておりません。　

３．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

住商マテリアル株式会社 1,368,899 14.7 3,210,171 38.0

田中貴金属工業株式会社 2,481,174 26.6 2,149,582 25.4

４．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況　
　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、金融危機に端を発した世界的な景気悪化から一部底打ちの兆し

が見えてきたものの、企業業績や設備投資の減少、雇用情勢の悪化など依然として先行き不透明な状況が続いており

ます。

　このような経済状況のもとで、当社グループ（当社及び連結子会社）は貴金属市況において、金・銀・プラチナ等の

貴金属価格の下落は概ね下げ止まりつつあるものの、景気低迷による需要の減少から低調に推移いたしました。不動

産市況においても、金融市場の混乱に加え、信用収縮等により市況の悪化が進み、依然厳しい環境のもと推移いたしま

した。

　この結果、当第１四半期の売上高は8,457,459千円（前年同期9,330,739千円）、営業損益は646,021千円の損失（前年同
期108,918千円の損失）、経常損益は649,756千円の損失（前年同期117,559千円の損失）、四半期純損益は、654,838千円
の損失（前年同期2,625,463千円の損失）となりました。
　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①貴金属事業

　貴金属事業におきましては、東京工場（大田区京浜島）において、生産効率の高い最新の金精製設備の増設を完了

し、平成21年４月から月産1,000キログラムの金精製体制が整いました。これにより金生産量は前年同期を上回ったも
のの、増産設備に見合う適正な原料集荷等、安定操業の維持が困難であったことに加え、固定費の増加等が影響し業績

は低迷いたしました。

　この結果、売上高は8,377,301千円（前年同期8,838,033千円）、営業損益は73,291千円の損失（前年同期73,715千円の
利益）となりました。

②不動産事業

　不動産事業におきましては、首都圏分譲マンション等の価格下落や住宅ローン減税の拡充等の影響により、一部で在

庫調整が進捗するなど好転の兆候がみられるものの、企業収益の悪化に伴う主要都市における空室率の上昇、賃料水

準の下落等から、不動産市況は依然厳しい環境のもと推移すると考えられます。

　また、不動産価額の下落に伴い、「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用によるたな卸資産の評価損の計上を行

いました。

　この結果、売上高は14,216千円（前年同期27,267千円）、営業損益は177,458千円の損失（前年同期8,213千円の損失）
となりました。

③機械事業

　機械事業におきましては、景気刺激策を基に新興国など一部で景気悪化の底打ちが見られるものの、世界的な景気後

退による工作機械の受注は依然低迷を続けており、中古工作機械業界においても設備投資抑制の影響を大きく受け、

業績は低迷いたしました。

　この結果、売上高は65,940千円（前年同期465,438千円）、営業損益は84,470千円の損失（前年同期30,028千円の損
失）となりました。

④投資事業

　投資事業におきましては、有利で安定した運用を基本とし、有価証券等に投資を行っておりますが、営業損益は

213,687千円の損失となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況
　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末より

1,386,842千円減少し、当第１四半期連結会計期間末は2,205,610千円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は1,815,949千円（前年同四半期は40,792千円の使用）となりました。これは主に税金等
調整前四半期純損益が649,697千円の損失、預け金の増加1,536,194千円に対し、たな卸資産の減少額240,287千円があっ
たことによるものであります。なお、前連結会計年度末は、預け金残高1,762,263千円を証券会社預け金として現金同等
物の残高に含めて表示しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より預け金の増加として表示しております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は57,068千円（前年同四半期は47,327千円の使用）となりました。これは主に有価証券
の償還による収入10,000千円、長期貸付金の回収による収入5,000千円に対し、有形固定資産の取得による支出72,588千
円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は486,175千円（前年同四半期は20,585千円の使用）となりました。これは主に長期借
入金による収入500,000千円があったことによるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題　
　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動
　該当事項はありません
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 527,000,000

計 527,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 289,747,982 289,747,982
東京証券取引所市場第二部

大阪証券取引所市場第二部

単元株式数

100株

計 289,747,982 289,747,982 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数増
減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日
－ 289,747,982 － 12,782,064 － －
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（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　

（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

　 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 　82,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　289,195,200 2,891,952 －

単元未満株式 普通株式　　　　470,082 － －

発行済株式総数 289,747,982 － －

総株主の議決権 － 2,891,952 －

②【自己株式等】

　 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

中外鉱業株式会社
東京都千代田区丸の

内二丁目４番１号
82,700 － 82,700 0.03

計 － 82,700 － 82,700 0.03

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 32 37 47

最低（円） 25 26 35

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部の市場価格であります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、フロンティア監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,205,610 1,830,190

受取手形及び売掛金 1,664,537 1,762,514

有価証券 ※1
 4,000

※1
 14,000

商品及び製品 453,158 393,672

仕掛品 319,242 473,852

原材料及び貯蔵品 67,886 48,732

仕掛不動産 1,298,861 1,463,178

預け金 1,536,194 1,762,263

その他 44,775 70,127

貸倒引当金 △2,806 △2,770

流動資産合計 7,591,460 7,815,762

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※1
 448,478

※3
 446,203

減価償却累計額 △123,908 △116,851

建物及び構築物（純額） 324,569 329,352

機械装置及び運搬具 519,373 512,039

減価償却累計額 △219,260 △202,592

機械装置及び運搬具（純額） 300,112 309,446

土地 ※1
 826,811

※1, ※3
 826,811

その他 79,244 77,124

減価償却累計額 △52,977 △50,865

その他（純額） 26,267 26,259

有形固定資産合計 1,477,760 1,491,870

無形固定資産

地上権 365,000 ※3
 365,000

その他 7,418 7,654

無形固定資産合計 372,418 372,654

投資その他の資産

投資有価証券 101,946 101,946

長期未収入金 401,993 401,993

出資金 9,205 9,205

敷金及び保証金 162,936 163,810

その他 21,603 21,503

貸倒引当金 △401,994 △402,010

投資その他の資産合計 295,689 296,447

固定資産合計 2,145,868 2,160,971

資産合計 9,737,329 9,976,734
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 38,329 12,965

短期借入金 48,000 49,000

1年内返済予定の長期借入金 ※1
 102,186

※1
 37,576

未払金 93,009 189,015

未払法人税等 12,576 36,224

債務保証損失引当金 89,264 89,264

その他 61,040 33,255

流動負債合計 444,406 447,300

固定負債

長期借入金 ※1
 425,515

※1
 2,625

長期未払金 76,947 81,483

金属鉱業等鉱害防止引当金 7,033 7,033

預り敷金保証金 3,130 3,130

固定負債合計 512,625 94,271

負債合計 957,031 541,571

純資産の部

株主資本

資本金 12,782,064 12,782,064

利益剰余金 △3,971,006 △3,316,168

自己株式 △30,760 △30,734

株主資本合計 8,780,297 9,435,162

純資産合計 8,780,297 9,435,162

負債純資産合計 9,737,329 9,976,734
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（２）【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 9,330,739 8,457,459

売上原価 8,983,297 8,765,862

売上総利益又は売上総損失（△） 347,442 △308,402

販売費及び一般管理費 ※1
 456,360

※1
 337,619

営業損失（△） △108,918 △646,021

営業外収益

受取利息 2 14

国庫補助金収入 9,618 9,473

違約金収入 － 7,000

その他 6,872 4,688

営業外収益合計 16,493 21,175

営業外費用

支払利息 571 416

休山管理費 22,969 22,914

その他 1,594 1,578

営業外費用合計 25,134 24,910

経常損失（△） △117,559 △649,756

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 59

特別利益合計 － 59

特別損失

仕掛不動産評価損 1,804,083 －

減損損失 698,429 －

その他 33 －

特別損失合計 2,502,545 －

税金等調整前四半期純損失（△） △2,620,105 △649,697

法人税、住民税及び事業税 5,444 5,141

法人税等合計 5,444 5,141

少数株主損失（△） △86 －

四半期純損失（△） △2,625,463 △654,838
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,620,105 △649,697

減価償却費 16,970 25,588

減損損失 698,429 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 79 20

受取利息及び受取配当金 △2 △14

支払利息 571 416

有価証券売却損益（△は益） △1,645 －

仕掛不動産評価損 1,804,083 －

売上債権の増減額（△は増加） △207,715 97,977

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,571 240,287

仮払金の増減額（△は増加） 200,000 979

仕入債務の増減額（△は減少） 92,316 25,364

未払金の増減額（△は減少） － △34,476

預け金の増減額（△は増加） － △1,536,194

その他 △3,699 36,213

小計 △19,147 △1,793,535

利息及び配当金の受取額 2 0

利息の支払額 △571 △396

法人税等の支払額 △21,076 △22,017

営業活動によるキャッシュ・フロー △40,792 △1,815,949

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 16,539 －

有価証券の償還による収入 － 10,000

有形固定資産の取得による支出 △55,265 △72,588

無形固定資産の取得による支出 △1,648 －

長期貸付金の回収による収入 － 5,000

敷金及び保証金の差入による支出 △7,336 △208

その他 384 728

投資活動によるキャッシュ・フロー △47,327 △57,068

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 － △1,000

長期借入れによる収入 － 500,000

長期借入金の返済による支出 △20,000 △12,500

配当金の支払額 △561 △298

その他 △23 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー △20,585 486,175

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △108,705 △1,386,842

現金及び現金同等物の期首残高 1,191,370 3,592,453

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,082,664

※
 2,205,610
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　　該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

　当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．担保に供している資産並びに担保付債務は次のと

おりであります。

担保資産 （千円） （千円）

有価証券 4,000 （－）

建物及び構築物 58,197 （－）

土地　 306,688 (27,388)

合計 368,886 (27,388)

担保付債務   

１年以内に返済予定の

長期借入金
78,136 (1,026)

長期借入金 425,515 (2,625)

物上保証 87,600 (87,600)

合計 591,251 (91,251)

　上記のうち（　）は内書きで鉱業・工場財団抵当並

びに当該債務を示しております。

物上保証内訳

下記の会社の金融機関等の借入金について、物上保証

を行っております。

 　（千円）

中外化学株式会社 87,600

物上保証に供している資産

土地 0 (0)

　上記のうち（　）は内書きで工場財団抵当並びに当

該債務を示しております。

　２．受取手形裏書譲渡高　　 　－　  千円

※３．　　　　　　────────

※１．担保に供している資産並びに担保付債務は次のと

おりであります。

担保資産 （千円） （千円）

有価証券 4,000 （－）

土地 27,388 (27,388)

合計 31,388 (27,388)

担保付債務   

１年以内に返済予定の

長期借入金
1,026 (1,026)

長期借入金 2,625 (2,625)

物上保証 87,600 (87,600)

合計 91,251 (91,251)

　上記のうち（　）は内書きで鉱業・工場財団抵当並

びに当該債務を示しております。

物上保証内訳

下記の会社の金融機関等の借入金について、物上保証

を行っております。

 　（千円）

中外化学株式会社 87,600

物上保証に供している資産

土地 0 (0)

　上記のうち（　）は内書きで工場財団抵当並びに当

該債務を示しております。

　２．受取手形裏書譲渡高　　　737,000千円

※３．従来たな卸資産として保有していた下記の資産を

保有目的の変更により、固定資産に振替えておりま

す。

　 　（千円）

建物及び構築物 132,700

土地 279,300

地上権 365,000

計 777,000
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（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

 （千円）　

給料 134,324

地代家賃 96,046

 （千円）　

給料 118,019

地代家賃 50,630

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成20年６月30日現在） （平成21年６月30日現在）

　 （千円）

現金及び預金勘定 1,082,664

現金及び現金同等物 1,082,664

　 （千円）

現金及び預金勘定 2,205,610

現金及び現金同等物 2,205,610

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　289,747,982株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　 　　83,468株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
精金事業
（千円）

不動産事業
（千円）

機械事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売

上高
8,838,033 27,267 465,438 9,330,739 － 9,330,739

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 7,200 － 7,200 (7,200) －

計 8,838,033 34,467 465,438 9,337,939 (7,200) 9,330,739

営業利益（△は損失） 73,715 △8,213 △30,028 35,473 (144,391) △108,918

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
貴金属事業
（千円）

不動産事業
（千円）

機械事業
（千円）

投資事業　
（千円）　

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
8,377,301 14,216 65,940 － 8,457,459 － 8,457,459

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替高
－ 4,265 － － 4,265 (4,265) －

計 8,377,301 18,482 65,940 － 8,461,724 (4,265) 8,457,459

営業損失（△） △73,291 △177,458 △84,470 △213,687 △548,907 (97,114) △646,021

　（注）１．事業区分は、事業の性質及び業種別に区分しております。

２．各区分に属する主要な製品及び事業内容

事業区分 主要製品及び事業内容

貴金属事業
金地金、銀地金、白金地金、パラジウム地金等の生産販売

含金銀非鉄金属の仕入販売

不動産事業 不動産の売買、分譲・賃貸マンションの販売、賃貸、仲介、保守管理

機械事業 各種中古工作機械、鈑金機械等の売買

投資事業 有価証券の保有、売買、運用その他の投資

３．会計処理の方法の変更

　前第１四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当第１四半期連

結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用

しております。なお、この変更に伴う営業利益に与える影響は軽微であります。

４．投資事業は、重要性が増したことから、事業内容をより適切に表示するためセグメント区分することにいた

しました。
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【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

　対象物の種類が有価証券であるデリバティブ取引が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結

会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

対象物の種類 取引の種類
契約額等
（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

　有価証券　
　株価指数先物取引

　　買建
5,340,920 5,312,550 △28,370

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 30円31銭　 １株当たり純資産額 32円57銭　

２．１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 9円06銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 2円26銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純損失（千円） 2,625,463 654,838

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 2,625,463 654,838

期中平均株式数（千株） 289,668 289,664

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年8月12日

中外鉱業株式会社

取締役会　御中

フロンティア監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　幸雄　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 橋口　貢一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中外鉱業株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中外鉱業株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　「重要な後発事象」に記載されているとおり、平成20年６月27日開催の定時株主総会において承認可決されていた資本金

の額の減少、資本準備金及び利益準備金の額の減少の効力が、平成20年８月１日をもって発生している。　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月13日

中外鉱業株式会社

取締役会　御中

フロンティア監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　幸雄　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 遠田　晴夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中外鉱業株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中外鉱業株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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